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令和４年度父母の会総会は、新型コロナウイルス感染症対策のため、理事会を5月１９日に開催し、総会議案

及び役員を協議したうえで、5月2３日に議案送付の形で開催したところです。6月３日までにいただいた会員

からの書面回答に基づき、いずれも賛成多数で承認されました。 
令和４年度父母の会役員名簿 

令和4年度父母の会総会の議題及び議決結果 
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役職名 学科・経営科等 氏名（学生名） 市町村名 

会 長 農産園芸・果樹２年 佐々木 啓二（ひまわり） 奥州市 

副会長 畜産・肉畜２年 岩田 絵美（怜馬） 奥州市 

同 農産園芸・果樹１年 深野 賢一（未来音） 八幡平市 

理 事 農産園芸・農産２年 千葉 篤志（晟良） 花巻市 

同 農産園芸・花き２年 佐藤 理英（順哉） 
宮城県 

登米市 

同 畜産・酪農２年 渡辺 智恵子（蓮） 八幡平市 

同 農産園芸・農産１年 千葉 仁（慎） 奥州市 

同 農産園芸・花き１年 八重樫 ユカ（のどか） 北上市 

同 畜産・酪農１年 村上 光太郎（裕次郎） 北上市 

同 畜産・肉畜１年 髙橋 光治（夢生） 北上市 

監 事 農産園芸・野菜２年 千葉 博（菜乃子） 平泉町 

同 農産園芸・野菜１年 髙橋 正子（尚子） 北上市 

議案 

番号 

議題名 書面議決回答数 結果 

回答数 承認 不承認 無回答 

１ 

令和３年度父母の会

事業報告並びに一般

会計及び特別会計決

算について 

６０ ５９ 0 １ 承認 

２ 

令和４年度父母の会

事業計画（案）並び

に一般会計及び特別

会計予算（案）につ

いて 

６０ ５９ 0 １ 承認 

３ 役員の選任について ６０ ５９ 0 １ 承認 

Step by step   父母の会  会長  佐々木 啓二

早秋の候、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

「本校父母の会の事業活動」に対しましては、平素から格別のご理解とご協力を賜り

厚くお礼申し上げます。 

本年度の「父母の会総会」につきましては、新型コロナウイルス感染防止のため、理

事会の審議を経たうえで書面議決を行うこととし、このたび会員の皆様のご承認を頂き

12名の役員が決定したところです。本会は、本校と緊密な連携のもとに「学生の福祉

増進」に協力することを目的として、令和４年度事業も「学生の自主的な活動」に対す

る支援を会員の皆様のご理解のもと、役員一同、一致協力して参る所存でございます。 

さて、振り返りますと昨年は、終始新型コロナウイルスの影響を受け、一時は収束の

兆しが見えたものの、事業の中には中止や規模を縮小しての開催を余儀なくされるなど 

ウイルスに翻弄された１年でありましたが、３月９日には卒業式、４月８日には入学式が無事挙行され、新入学生5

1人が本校の２年間の教育課程のスタートを切ることができました。 

立場は違えど、わたくしも皆さんと同様に、こんなにも六原を身近に感じ、こんなにも本校と接する機会を与えて

頂けるとは夢にも思いませんでした。 

そこでわたくしが皆さんにお伝えしたいことは、「コロナ禍であっても、自身が育てられた地域を誇りに、歴史あ

る本校で学べる喜びを感じ、自分のペースで一歩ずつ進み、これからいろんな経験をしてほしい。」ということで

す。この言葉を少しでも皆さんに感じ取っていただけたなら幸いに存じます。 

次に、昨年開催されました「農大の機能強化に向けた基本構想策定外部検討委員会」におきましては、４回にわた

る審議を経て、令和４年2月に「農大の機能強化に向けた基本構想」が策定されました。本委員会では、わたくしも

外部検討委員のひとりとして意見を述べさせていただいております。今後は、この基本構想に基づいて、本校の機能

強化に向けた取組みを実施していただくことを強く望みます。 

ここで、みなさんに本校の後援会組織についてご紹介します。本校には、本校の教育の充実発展に寄与することを

目的とした「後援会」組織があります。構成員は県内の市町村、農協及び本校同窓会等40団体で、毎年本校の奨学

費等への援助をいただいているところです。 

結びになりますが、本校の活動に対し様々な援助を頂いております後援会の皆様方並びに小原繁校長先生をはじめ

とします先生方、会員の皆様方には、本校の発展のため、引き続き本会へのご支援ご指導を賜りますようお願い申し

上げます。 
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講話する藤代農林水産部長 

 

御礼の言葉とフラワーアレンジメント贈呈 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

藤代農林水産部長からの熱いメッセージ！ 

 藤代農林水産部長をお迎えし、6月２日に「岩手県農業の魅力と農大生に期待すること」と題して講話

をいただきました。 

 「岩手県農業の魅力」「岩手県の農業の展開方向」、そして農大生への期待「様々な分野への挑戦！」

「農業を通じて地域貢献を！」「岩手の農業のトップランナーに！」などを熱く語っていただきました。 

 また、学生からの質問にも丁寧にご回答いただきました。 

 最後に、学生代表から感謝の言葉を申し述べ、花き経営科2年の学生が作成した見事なフラワーアレン

ジメントを贈呈しました。 

 学生にとって今後の学習の参考となる内容でした。 

 

学生自治会主催によるスポーツ大会

が６月 24 日に開催されました。経営

科毎にオリジナルクラスＴシャツを身

にまとい、バスケットボール、バドミ

ントン、ドッジビー、バレーボールと

いった４つの競技種目について、経営

科対抗による熱戦が繰り広げられまし

た。本年は、花き経営科と酪農経営科

を連合チームとしたり、職員チームが

２つの競技種目に出場するなど、プロ

グラム編成に工夫が見られました。 

総合優勝は、ドッジビーとバレーボ

ールで１位となった、肉畜経営科でし

た。 

学生同士交流が図られ、有意義な大

会となりました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

自治会総会（第１回定期総会）が、５月１８日に開催されました。総会においては、令和３年

度の事業実績と決算報告、令和４年度の事業計画（案）と予算（案）のほか、各委員会・クラ

ブの活動方針が示され、すべて了承されました。 

 自治会執行部は、新たに加わった１年生のメンバーとともに、「学生の意見を取り入れ、学

生生活の充実や改善、向上を図る」を方針に活動していきます。 
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コメの食味体験 

（農産コース） 

パプリカの収穫体験 

（野菜コース） 

本校への理解を深め今後の進路選択に役立ててもらうため、高校生等を対象にオープンキャンパス

を７月3０日（土）と８月５日（金）の２回開催し、第１回目には22校から4３名、第２回目には

１６校から３０名の計７３名の高校生等と、その保護者の方々に来校いただきました。 

参加者の皆さんは、農産、野菜、果樹、花き及び畜産（牛）の５コースに分かれ、在校生との懇談

会、校内自由見学及び実習体験を行いました。 

実習体験では、在校生が卒業研究の説明を行ったり、イネの幼穂観察やコメの食味体験、環境制御

温室で栽培したトマトなどの収穫体験、ブルーベリーの収穫とジャムづくり実習、切り花の収穫・

ミニアレンジメントの作成、牛乳飲み比べ、バターづくりや飼料の重さ実感体験など、各コースが

工夫を凝らした内容で、参加者の皆さんに農大での学びの一端を体験してもらいました。 

参加者の皆さんからのアンケートでは「農場を回ることで進路に役立つ情報がもらえた」「実習内

容を詳しく説明してくれたのでわかりやすかった」「農大は楽しそうだなと感じた」などの御意見

が寄せられました。今後の進路選択に役立ててもらえれば幸いです。 

また在校生の皆さんには、暑い中積極的に協力いただきました。ここに感謝を申し上げます。 

スムージー作り実習 

（果樹コース） 
りんどうの収穫体験 

（花きコース） 

バターづくり体験 

（畜産コース） 

飼料の重さ当てクイズ 

（畜産コース） 
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贈呈式 
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◇当面の行事予定◇ 

8/29 １年前期定期試験（～9/１） 

9/13 農家派遣実習 

（野菜・酪農・肉畜経営科、～9/27） 

9/15 農家派遣実習 

（農産・果樹・花き経営科、～９/29） 

9/20 ２年前期定期試験（～9/22） 

10/13 本科推薦入学試験 

10/29 農大祭（～10/30） 

11/  ２ 元気の出る農業セミナー 

11/16 校内意見発表会 

11/16 学生自治会総会 

11/18 進路応援ゼミ 

12/  １ 卒業研究経営科別発表会（～12/５） 

12/  ７ 本科前期一般入学試験 

12/16 卒業研究成果全体発表会 

12/23 １年父母等面談 

12/26 冬季休業（～1/4） 

美味しくいただきました！ 

新岩手農業協同組合（本所：滝沢市）の苅谷雅行代表理事組合長らが、令和4年7月6日に来校し、

本校学生へ県産「銀河のしずく」300キロを寄贈いただきました。これは、同JAが新型コロナウイ

ルス感染拡大によって学生生活に影響を受けている県内の学生を支援する目的で、令和2年度から実

施している取組で、今回が3年目となりました。 

7月6日に行われた本校への贈呈式には、学生代表として学生自治会副会長の千葉菜乃子さん（野菜

経営科2年）、女子寮長の錠前羽瑠さん（野菜経営科2年）が出席し、苅谷代表理事組合長らからお米

を受け取り、「いただいたお米をたくさん食べて授業や実習を頑張っていきたい。」と感謝の言葉を

述べました。 

本校は全寮制であり、学生は毎日3食を食堂で取るため、一日約30キロのお米を消費します。寄贈

されたお米は、7月8日から10日間ほど提供され、その期間は特別メニュー（お米代分でデザート追

加等）となったこともあり、学生は感謝の気持ちを込めながらごはんをいただきました。 

新型コロナウイルス感染症が長期的に続く中、本校では学校行事や校外活動など少なからず学業へ

の影響を受けていますが、このような取組に感謝をしながら、今後も学生の目指す将来の夢の実現に

向けて、教職員一丸となり取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校では、令和４年10月に鹿児島県で開催される第 

12回全国和牛能力共進会への出品に向けて、令和２年 

から足掛け２年、学生が主体となって出品候補牛の育成 

や調教等に取り組んできました。 

残念ながら、鹿児島行きの夢は叶いませんでしたが、 

全共出品に向けた一連の取組は、学生たちを一回り 

大きくさせてくれました。 

出品候補牛の名号は『さくらじま』。 

ありがとう『さくらじま』‼。 


